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以上より、本論ではこれ以降、meaning を意味、feeling を質の感じ、sense を感覚的意
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花が機能し役立つであろうことを認識する。同様に A は B に求めるとき、その花
が単に自分自身に直接関係あるものとしてのみ考えないで、花が B の手に取るこ
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    知的経験においては、結論はそれだけで価値がある。結論は一個の公式、または
「真理」として、そこから取り出すことができる 5) 
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             表３：分析対象となる実践事例 
 




番号 学年 分野 教材 指導内容 
事例１ 小学校６年生 鑑賞 《ペルシャの市場にて》 イメージと音楽の構成要素 
事例２ 中学校１年生 鑑賞 《ファランドール》 ２つの旋律の反復と変化 




事例４ 中学校１年生 鑑賞 《きらきら星変奏曲》 変奏曲形式 
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（1）実施時期：平成 23 年 7 月 


























【評 価】 ○批評文を発表し合う。 
（10）単元の評価規準： 
観点１：音楽への関心・意欲・態度 
   イメージと構成要素のかかわりに関心をもち、意欲的に音楽批評文づくりや鑑賞活
動に取り組んでいる。【観察】 
観点４：鑑賞の能力 





















1 T その他（③の場面で質問したいことがあるか）。 
2 Cm （多くの児童が挙手している） 
3 T はい、太郎さん。 
4 C 太郎 ３班の、え～っと、インドってどういう意味ですか。 
5 Cm あ～。 
6 C インドって、（聞きとれない）じゃないの？ 
7 T 似てるようなものある？インド。 
8 C あと、エジプト！ 
9 C そう！ エジプトもそうだし～。 
10 T エジプト、どこにある？エジプト…。 
11 Cm （ボードを一斉に指さし）１班！ 
12 Cm （ボードを一斉に指さし）４班もある！ 
13 T ４班。 
14 C （前のめりになり、４班のボードを指さしに前に出てくる） 
15 T あ～、（４班のボードを指して）４班にある。 
16 Cm （ボードを一斉に指さし）２班！ 
17 T ２班（２班のボードを指す）、あ～、いろんなところにある。 
18 C 美奈 それを２班では…。 
19 C 理香 ２班では、そのことを蛇使いってあらわした。 
20 C 美奈 そ～！ そうそう！ それが言いたい！ 
21 T それってみんな、同じ部分なの？ エジプトとか、インドとか、蛇使いって、ど
の部分の話？ 
22 Cm （多くの生徒が口々にその部分の説明を始める） 
23 T （音楽③〔133 小節目～〕を流す） 
24 Cm （該当部分の音楽 4)が流れると一斉に音が流れている空間を指さしながら）こ
れ！これ！ 
25 C なんかわかる！ 





27 C あ～、確かに。笛が…。 
28 C 壺…。 
29 C 笛や、笛！ 
30 C 早苗 （笛を吹くジェスチャーをしながら）ピロピロピロ～（笑）。 




33 Cm （理香がその場に立って話そうとすると、自然に静かになる） 
34 C 理香 えっと～、なんか、笛で、なんか、壺らしきものから蛇が出てくるっていう…。 
35 C （他の班の③にある蛇に似た記述を見つけて）コブラ！（もある）  
36 C 早苗 （腕を揺らしながら）ルルルル～って。 
37 C 理香 そうそう、トゥルトゥルトゥル～って。こういう（笛を吹くジェスチャーをす
る）、こういう（両腕を合わせて上へ向かってくねらせる）。 
38 C 早苗 こういう（頭上でターバンの形らしきジェスチャーをする）帽子かぶった人！ 
39 C 理香 そうそう（頭上でターバンの形らしきジェスチャーをする）。インド的なね。 
40 T （クラス全体に向かって）そういう感じする？ 
41 Cm する～！！ 
42 T なんでそこ、そういう感じするのかな？もう１回、ちょっと聴いてみようか。 
43 C なんか使っとるんじゃない？ 
44 T （音楽③〔133 小節目～〕を流す） 
46 C 早苗 （音楽③〔149 小節目～〕を聴いて）ピロピロピロ～って。 
47 Cm （音楽を聴いて）笛、笛。 
48 C 理香 そうそうそうそう！ 
49 T （音楽を止める。慎吾が挙手している。） 
50 T 慎吾さん。 
51 C 慎吾 笛は笛でも、特有の笛を使ってる。 
52 T みんなが知ってるリコーダーとか、あるいは、クラシックのフルートとか、あ
あいう感じではないの？ 
53 C 慎吾 （うなずく） 
54 Cm （クラシックの感じでは）ない！ 
55 C 理香 ちが～う。 
56 C なんかあるんや！ 




























































































































































































































































2 C 絵里 えっと、４班の（④と⑥の）ティータイム。 
3 C 早苗 やった～！！（ガッツポーズ） 
4 C 健太 やった～！！（ガッツポーズ） 
5 T （笑）そこ、（ティータイムの説明を）言いたかったらしいね。ティータイム、はい。 
6 C 早苗 （早苗が立ち上がり話し出すと自然と周りが静かになる）えっと、なんか、優し
い感じのところが、あの、庭園で、なんかティー、ティー。 
7 C 理香 そうそう。「紅茶を～（どうぞと差し出すようなジェスチャーをする）」みたいな。 
8 Cm ティー、ティー（笑）。 
9 C 早苗 そう。ティーみたいだったので。 
10 T （全員に向かって）はい、じゃあ、イメージしてください。 
11 C 早苗 バラ庭園だよ、バラ庭園。みんな！バラ庭園を想像するんだ！ 
12 Cm バラ庭園（笑） 
13 C バラ。 
14 C バラが咲いている。 
15 T （音楽④〔199 小節～〕を流す） 
16 Cm （音楽④を聴きながら）あ～！ 
17 Cm バラ庭園！ 
18 C な～んか（わかる）！ 
19 C バラ庭園だよ。 
20 Cm はははは（笑） 





22 T 拓哉さん、ティータイムのイメージした？ 
23 C 拓哉 （頷く） 
24 T なんでだろう？ 
25 C 理香 （腕を波打つように動かして）落ち着いた感じ。 
26 C 健太 ウィ～ン（腕を波打つように動かして） 
27 C 理香 ウィ～ン（腕を波打つように動かして） 
28 T 腕が。（腕を波打つように動かして） 
29 Cm はははは（笑） 
30 T なんか、言いたいことはわかるんだけど、どう？高貴さん。みんなの言いたいこ
とを代弁してくれる？ 
  （中略） 
31 T 理香さん 
32 C 理香 なんかね、奥さん達が、なんかね。 
33 C 早苗 庭でね（笑） 
34 C 理香 そうそう。なんかね、「お茶でもいかが？」みたいな。なんかそういう、こう（腕を
波打つように動かして）、こういう落ち着いた感じの、リズム。 
35 Cm （頷きながら笑う） 
36 Cs （腕を波打つように動かす） 
37 T リズム？ 
38 C 早苗 強弱？ 





41 C 広がりだ。 
42 T 広がって、戻って、広がって、戻ってっていうような強弱のつけ方がしてあった。
聴いてみよう。そうなっていたか。 
43 Cm （音楽④〔199 小節～〕を聴きながら、多くの子どもが音楽の流れに合うように
ゆったりとした腕の動きでふくらみをつけたりしぼめたりしている） 
44 C 天に昇っていくみたいだ。 
45 C わかった。 
46 C 健太 わかった。 
47 T わかった？健太さん。 


















≪場面２≫では、4C 絵里「４班のティータイム」という発言に対して、４班の 3C 早苗
と 4C 拓哉を中心に、6C 早苗「庭園でティー」、7C 理香「紅茶を（どうぞ）」、11C 早苗「バ
ラ庭園」という比喩的表現がつぎつぎと生成される。それらが〈媒体〉となる。 
そして、それは音楽④の中のどの部分のことを言っているのか〈趣意〉を探させるために、




















































































































































































































２) 本実践では、音源として以下の CD を使用した。 
 『ペルシャの市場にて』（指揮：ジョン・ランチベリー、演奏：フィルハーモニア管弦楽団）『新・名曲
の世界 52 「ペルシャの市場にて」／管弦楽名曲集３』東芝 EMI 
３) 以下の小節数は、溝部国光解説（1961）『ケテルビー ペルシアの市場にて』日本楽譜出版社による。 
①：1～66 小節、②67～132 小節、③133～198 小節、④：199～211 小節、⑤212～256 小節、⑥257～
289 小節、⑦290 小節目～最後。 







 小島律子（2004）「芸術表現活動における子どもの『質』の捉え方」『日本デューイ学会紀要』第 45 号，
pp.145-153／渡部尚子（2008）「分節化という観点からみた構成的音楽表現におけるイメージの発展過
程」『学校音楽教育研究』Vol.12，pp.162-173  






































（1）実施時期：平成 21 年 7 月 














































































123 S 竹本 はい。これは、あの、そのバンっていうの（音楽⑤の挿入旋律）の名残です。 
  （中略） 
124 T バンっていうのは？ 
125 S 竹本 その赤いのの名残です。 
126 T 名残？じゃあ、こういう風に（⑤の上にある水色の図形から赤い図形へ、そ
してグリンピースへというように図形をなぞる）進んでるの？ 
127 S 竹本 はい。 
128 T あ、こういう風に進んでて名残がここにある。何の名残？ 






①   ②    ③      ④     ⑤          ⑥ 
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131 S 竹本 はい、グリンピースです！（笑） 
132 T グリンピースです（笑）。はい、聴きましょう。 
133 T （音楽⑤をかける。音楽を聴きながら、竹本は最後の方を手でデクレシェン
ドをあらわす） 
134 S 堂道 （音楽⑤の挿入旋律〔１２４小節目～〕の後半部分を聴いて、グリンピース
が）あった！ 
135 T あった？何があった？ 
136 S 竹本 （うれしそうに、グリンピースが）あったよね？ 
137 S 高橋 あった！グリンピースあった！ 
138 Sm （他の多くの生徒も口々に）あった、グリンピース。グリンピースだ。 
139 S 堂道 えっと、何ていうか、あの、Ａの旋律が終わったらすぐにＢの旋律に入るん
じゃなくて、Ａの旋律がじわじわとなくなって、またＢの旋律に戻るって感じ
がした。 
140 T Ａの旋律がじわじわとなくなっていって。 
141 S 堂道 で、どんどん、Ｂの旋律が増えていって、で、最終的にＢの旋律に戻るみた
いな。 
142 S 竹本 ナイス！ナイスだ！ありがとう！！ 
143 T なるほど。いきなりスタートしたけど、じわっと終わったっていうのが聴き取
れた。 
144 S じわじわと。 
145 T （笑顔で）ナイスグリンピースだね。 
146 Sm （多くの生徒が納得の表情をみせる） 
147 S 武田 うん、ナイスグリンピース！ 
148 Sm グリンピース、わかった。 
149 T 上田くん、質問してくれたけど、あ～、なるほどってわかった？ 












































































































































































180 S 亀山 6 班の。 
181 T 6 班の。 
182 S 竹本 ああ！ 
183 S 亀山 水色のくねくね。 
184 S 上田 と。 
185 T あ、上田くん、「と」って言ったね。 
186 S 上田 と、緑色のつぶつぶ。 
187 T 緑色のつぶつぶ。はい、6 班どうぞ。 
188 Sm （多くの生徒が笑っている。その後、竹本と金田と教師のやりとりを真剣に
聞いている） 
189 S 竹本 俺らのところだよ。 
図 10：６班が作成した図形楽譜 
①   ②    ③     ④   ⑤       ⑥ 
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190 T 3 番（音楽③）のここのところね。質問出てます。水色のくねくねと緑のつぶつ
ぶ。はい、解説お願いします。 
191 S 竹本 水が流れてて、葉っぱが風でなんかファ～って（右腕を振る）散ってるイメージを
表現しました。 





195 T 水が流れていて、葉っぱがなんかフワ～って感じ。 
196 S 金田 わかる。風がフワ～って（右腕を振る）。 
197 S 堂道 風だね。 
198 T 風がフワ～って感じがした。それって、付箋貼った時からここで B の旋律が
くり返されるっていうのはわかってたんだけど、何が、変わっていくのは、
何の仕業なのかな？ 
199 S 竹本 リズムじゃない？ 
200 T リズム？ 
201 S 竹本 すいません。え、なんだろう？ 
202 Sm （爆笑） 
203 T いやいや、責めてるわけじゃない（笑）。リズムって言ってくれたから。な
んか特別なリズムあった？ 
204 S 竹本 なんか、トゥルルッ！っていうのが（右腕を上の方にさっと払いあげる）。 
205 T トゥルルッ！トゥルルッ！ちょっと！トゥルルッ！って言ってるよ！ちょっと！  
206 Sm （笑う） 
207 T トゥルルッ！トゥルルッ！って出てきたらトゥルルッ！って言って。 
208 Sa （③の音楽を聴く） 
209 S 竹本 これだ、これ！トゥルルッ！トゥルルッ！ 
210 Sm （音楽に合わせて）トゥルルッ！トゥルルッ！ 
211 T これ！？聴こえてる人。トゥルルッ！ 
212 Sm （多数挙手） 
213 Sm （音楽に合わせて）トゥルルッ！トゥルルッ！ 




























ゥルルッ！って言って」と、教師が再度 CD を聴かせる。そして、音楽③の中の〔B の挿入
旋律の背後で高くて細かい音が奏されている〕あの部分の〔背後の高くて細かい音は装飾







































































































































２) 本実践では、音源として以下の CD を使用した。 
 『Ⅳ ファランドール』（1965）（指揮：アンドレ・クリュイタンス、演奏：パリ音楽院管弦楽団）『ビ
ゼー「アルルの女」第１、第２組曲＆「カルメン組曲」』EMI ミュージック・ジャパン  








①1~9 小節：Ａ、②10~16 小節：Ａのカノン、③17~100 小節：Ｂが反復、④110~116 小節：Ａが転調、
⑤117~174 小節：Ｂが転調、⑥ 175～最後：ＡＢが重なる。  
















































（1）実施時期：平成 23 年 3 月 




















































色は表 14 のようである。 
ここでは、河田のお気に入りの音色と加瀬のお気に入りの音色が、全体の音楽の中でどの
ようにかかわるかということが話題となっている。その中で生成された比喩的表現が共有


































表 15：≪場面 1≫の逐語記録 
T：教師 S：生徒 
10 S 加瀬 （ペットボトルを水槽に沈める）あのさ、雨降り始めたまではいいけどさ、溺
れるっていう設定っていうのはないからさ、やめよう。 
11 S 大野 （椅子の上に立ち、ペットボトルのふたに水を注ぎ、跳ねて分散させるように
してビニールの上にたらす） 
12 S 加瀬 （大野の様子をじっと見ている） 
13 S 井藤 （へらで水槽をかき混ぜる） 
14 S 河田 （大野の様子をじっと見ている） 
15 S 加瀬 （雨が降り始めて）傘（に当たって）まではいいんだけど、溺れるっていうの
はちょっと。 
16 S 大野 （椅子の上に立ち、ペットボトルのふたに水を注ぎ、跳ねて分散させるように
してビニールの上にたらす） 
17 S 加瀬 （しばらく大野の音を聴いている） 
18 S 加瀬 これ（ビニール）持った方がいい？ 
19 T 持った方がどんな感じがする？ 
20 S 加瀬 （持った場合の音をじっくり聴いている） 
21 S 加瀬 雨降って、その次。河田、何やるんだっけ？ 
22 S 河田 （お玉の水を上から一気に落とす。自分でやって自分で笑っている） 
23 S 加瀬 （笑いながら）それを何とかした方がいいわ！ 
24 S 井藤 足を滑らせて溺れた。あの日の事件を私は一生忘れない。 
25 S 加瀬 それはない、それはやめよう。 
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26 S 河田 （お玉から何度も水をスクイ、捨てるようにする。その音色に他のメンバーは
耳を傾けて聴いている） 
27 S 井藤 あ、カエルが跳びこんで～。 
28 S 加瀬 この（ペットボトルの）ブクブクを生かせない？ 
29 S 井藤 カエルが跳びこんで～、中に入っていって～みたいな。 
30 S 加瀬 あっ！ 
31 S 大野 それだ！ 
32 S 加瀬 すばらしい！ 
33 S 井藤 やった～！（跳ねあがって喜ぶ） 
34 S 加瀬 すばらしい！ 
35 S 大野 あなたは素晴らしい！ 
36 S 加瀬 素晴らしいわ！ 
37 S 河田 （笑いながら机をふく） 
38 S 加瀬 これ（お玉の水を一気に落とす）で（カエルが）飛び込んで、（空のペットボ
トルを沈めるとブクブクという音色が響く）こう。 
39 S 井藤 これ（空ペットボトルを沈めたときの音）、カエルの音。 
40 S 加瀬 ああ、すばらしい！ 
41 S 河田 ああ、素晴らしいわあ、お前！ 
42 S 井藤 やった～！（跳ねあがって喜ぶ） 
43 S 大野 よし！それでいこう！雨の中、カエルが？ねえ、１回通してみない？ 





































































































































































3 Sm おお～！！ 
4 S 倉橋 終わります。 
5 Sm すご～い！！（拍手喝采） 
6 S すごい！（クラス中から歓声があがりざわざわとしている） 
7 S よかった！！（クラス中から歓声があがり、ざわざわしている） 
8 T はい（笑）。じゃあ感想を。（クラス中から歓声があがり、ざわざわしてい
る） 
9 S すごくない？！（クラス中から歓声があがり、ざわざわしている） 
10 Ss （多数挙手。クラス中から歓声があがり、ざわざわしている） 
11 T はい、じゃあ、近藤くんからどうぞ。（クラス中から歓声があがり、ざわざわ
している） 
12 S 上田 すごかった！（クラス中から歓声があがりざわざわとしている） 






14 T なるほど。 
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15 Sa （近藤の意見に大きな拍手） 
16 T そのロケットの音、もう１回聴いてみたいね（笑）。 
17 ３班 （再度、一気に３班の方に注目する。３班は演奏の準備をする） 
18 S 小倉 （準備したら）最初から？ 
19 T （クラスに向かって）最初から聴く？ 
20 Sm 聴きた～い！！ 
21 S 岡田 ちょっと待ってください（ペットボトルに水をいっぱいまで入れて準備をす
る）。 
22 S３班 （演奏する） 
23 Sm おお～！！ 
24 Sm （口々に演奏の感想を言い合っている） 
25 T 今の（演奏）を聴いて、また感想を言ってくれる人。はい、植田くんから。 
26 S 植田 なんか、結構、今までの２つの班と比べて、時間が結構短いのに、短い時間の
中でロケットが飛び出すっていうか、発射されてるのがあらわしているのがすご
いと思いました。 
27 T おお、なるほどね。 
28 Sm （植田の意見に拍手） 
29 T はい、加瀬くん。 




31 T ああ、加瀬くん、それは何をあらわしていると思った？ 
32 S 加瀬 え？あの、発射されるときの、シュッ、シュッ（笑）。 
33 T 発射されるときの、シュッ、シュッ（笑）。 
34 Sm （笑） 
35 T （３班に向かって）どうですか？いまの（加瀬くんの意見）。 
36 S 小倉 合ってます。 
37 T 合ってる。ちょっともう１回やってみて、倉橋くんの音。 
38 S 倉橋 （演奏の準備をする） 
39 T 微妙なんですね、この（水面にストローを当てる角度）。 
40 S 倉橋 （最初は水面ぎりぎりでシュワシュワシュワという音が、次第にストローを水
槽の中に入れてブクブクブクという音になっている） 
41 Sm おお～！！ 
42 T このシュ～っていうのね。なるほどね。はい。 









































































































































































































































































































（1）実施時期：平成 22 年 11 月 
（2）実施校：北海道札幌市 F 中学校 






  ・変奏曲形式に関心をもち、意欲的に《きらきら星変奏曲》を聴く。 
  ・変奏曲形式を知覚し、それが生み出す特質を感受する。 











【分 析】 ○図形楽譜を発表し、クラス全体で図形楽譜の意味を共有し合う。 第３時 
【再経験】 ○《きらきら星変奏曲》を通して鑑賞し、批評文を書く。 
第４時 
【評 価】 ○お互いの批評文を交流し合う。 
（10）単元の評価規準 
 観点１：音楽への関心・意欲・態度 






















1 T じゃあ、話題が変奏４の図形に移りましたので、４の図形に質問ある人。 





4 S 和田 えっと、３班の３番が火山が噴火したような形になっているんですけど。 
5 T あ～、これ（３班の変奏３の図形をさして）ね？ 
6 S 和田 何で、その色とその形にしたのかっていうのを教えてください。 
7 T （３班に向かって）はい、どうぞ。 
8 3 班女子 （３班を代表して大井が説明してほしいと促すと、大井が起立してしゃべり
だす） 
9 S 大井 うんと、全体的に変奏３は音符数が多いじゃないですか。 
10 S ああ～。 
11 T 音符数が多い。 
12 S 大井 音符の数が多いじゃないですか。だから、その、その数みたいに太陽のように。
僕の班は天気みたいに、天気であらわしたんですけど、で、３番はギンギラギ
ンな太陽みたいな。 
13 Sm （一斉に笑う） 
14 Ss （頷く） 








19 S 大井 （音楽を聴きながら笑って頷く） 
20 Sm （音楽を笑いながら聴いている） 
21 T みんな、これわかる？タカタカタタカタカ（音楽のリズムに合わせて）っていっ
てるの。 









26 S 和田 全部天気であらわすっていうのもわかったし、その、リズムで音が多いって
いうところを太陽の光が飛び出ているようなところみたいにあらわしているの
が、すごいおもしろいなと思いました。 
27 T なるほど。 











































     〔音楽全体が小刻みに奏されている〕〔全体的に細かいリズム〕のあの部分 
〈媒体〉…「太陽のように」「ギンギラギンな太陽みたいな」という言葉 
     身体の動きを伴った擬音語「タカタカタカタカ」 
〈根拠〉…何かギラッとした質の感じ 
 


















































































































1 S 佐藤 ８班の。 
2 T ８班の？ 
3 S 佐藤 カツラみたいの。 
4 Sm （一斉に大きな笑いが起こる）。 
5 T （カツラのような図形を指して）これ？これね（笑） 。 
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6 S カツラなの？（笑） 
7 T これが、なに？ 
8 S 佐藤 それが、何を意味しているか。 
9 T 何を意味しているのか聞きたい。はい、（８班に向かって）どうぞ。 
10 S 山田 カツラ！（笑） 
11 S カツラはないよね（笑）。 
12 S 上川 カツラじゃなくない？ 
13 S 永野 （笑いながらカツラのような図形について好き勝手に話しているが、図形の
説明するために８班の永野が図形楽譜が貼ってある黒板の前に出ると、自然
と静かになる) 
14 S 永野 えっと、これは、この（図形を指しながら）黄色い丸の部分は、ボールなん
ですよ。 
15 T え？これ（黄色いマル井図形を指して）がね。 
16 S 永野 ボールなんですよ。 
17 Sm （笑いが起こる）。 





19 Sm （永野の説明を頷きながら笑顔で聴いている） 
20 T 具体的に、音楽のこういう部分がっていうの、ありますか？ 
21 S 永野 あ、あの…。 
22 T （変奏３の音楽を）かける？ 
23 S 永野 あの、最初から、最初のバンって（手でボールを押し出すようなジェスチャー
をする）出てくるところがあるから…。 
24 T ちょっと待って。最初からバンって出てくるの？ 
25 S 永野 （うなずく） 
26 T （クラスの生徒に向かって）ちょっと、聴いてみてね。最初、バンって出てく
るんだって。いくよ。（変奏３の音楽〔Var.Ⅹの１小節目～〕を流す） 
27 Sm （冒頭のバンっという音を聴いて、一斉に頷きながら笑いが起こる） 
28 S 和久井 （笑いながら納得の表情を浮かべて大きくうなずく） 
29 S 和田 （笑いながら納得の表情を浮かべて大きくうなずく） 
30 T （冒頭の音を確認して）これ？今のこれ（冒頭のバンっという音）ね？ 
31 S 永野 （うなずく） 
32 Sm （口々に）確かに！ 
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35 S 永野 はい。 
36 T ということですが、質問してくれた人、誰でしたっけ？はい、（佐藤に向か
って）今の話聞いてどう思いましたか？ 




38 S 永野 （うなずきながら聞いている） 



















に、教師は 26T「最初、バンって出てくるんだって」と CD を聴かせる。そこでは、〈趣意〉









































































































































２) 本実践では、音源として以下の CD を使用した。 
 『フランスの歌〈ああ！お母さん聞いて〉による 12 の変奏曲（きらきら星変奏曲） 変ホ長調 K.265』
（1953）（演奏：ワルター・ギーゼキング）『モーツアルト ピアノ小品集』ワーナーミュージック・ジャ
パン 
































































（1）実施時期：平成 22 年 8 月～9 月 
（2）実施校：北海道札幌市 F 中学校 

























【評 価】 ○批評文を交流する。 
（10）単元の評価規準： 
観点１：音楽への関心・意欲・態度 



























1 T はい、じゃあ中間発表ね。 


















  （多数の生徒が挙手。中略） 
7 T （大沢に向かって）はい。 
8 S大沢 えっと、今の班（３班）は、音楽だったら結構暗いんですけど、その暗さが手
のやつ（両腕を前にだらりと下げて左右に振る）で。 
9 T どういう手の？ 
10 S大沢 手のこれ？（両腕を前にだらりと下げて左右に振る）。いや、わかんないけ
ど、ふふふ（笑）。なんかお化けみたいな！ 
11 Sm （納得して様な表情を浮かべながら）ハハハハ（笑）！ 
12 T お化けみたいな（笑）！ 
13 S大沢 なんか～。 
14 S３班 そうです、そうです！！ 
15 T あ、そうです、そうですって言ってる（笑）。 
16 S大沢 それにピッタリで、よかったんじゃないかなって思います。 








19 S３班 はい！ 
20 S中野 寝るの？また！（笑） 
21 S佐藤 主役、主役。 
22 T 大沢さん、大沢さんが合ってていいな～と思ったところが出てきたら、これっ
て言って教えてください。（CD をかける） 













































































































































53 S 三浦 ２班の、なんか、こう、なんか、ガクッと（ジェスチャーをして）なりながら基
本の動きをやってるところが。 
54 T ①②③④のどこですか？ 
55 S 三浦 ①番の、よろけながらやってるところが、音楽の重く悲しい雰囲気と結構合っ
ていていいなと思いました。 
















59 T いまのところ、そこ、どうしてそういう風にしたのかな？ 









63 T よろけました（笑）。 





66 S２班 （再度音楽①〔５小節目～〕に合わせて動く。） 
67 Ss （２班の動きをみながら、ざわざわと気づいたことを話し出す） 
68 T はい、見ていて気付いたところないかな？（多数挙手）はい、どうぞ。 
69 斉藤 はい、私が見ていて気付いたのは、テゥ～ンって（腕を上から下に下げるような
ジェスチャー付きで）下がるときによろけてるような気がしました。 


























































































そして、ここでの〈趣意〉〈媒体〉〈根拠〉の関係は、図 21 のようになる。 
 
 



























































































































































２) 本実践では、音源として以下の CD を使用した。 
 『チャルダッシュ』（2003）（演奏：千住真理子）『カンタービレ〈歌うように〉』東芝 EMI  
３) 以下の小節数は、溝部国光解説（2007）『バイオリンレパートリー 千住真理子／G 線上のアリア』よ
り「チャルダッシュ」ヤマハミュージックメディアによる。 
①：1~21 小節、②：22~53 小節、③：54~85 小節、④：86 小節～最後 
今回は、①の 5 小節目以降を身体表現づくりの対象とした。 
４) ここでの何かどんよりした質の感じとは、本来言葉にすることができないといわれている質の感じを、
論文構成上理解しやすくするために筆者が推察して記載したものである。   
５) 千住真理子・山洞智監修（2007）「チャルダッシュ」『バイオリンレパートリー』ヤマハミュージック
メディア 




































































































































































































































































































































































































































番号 学年 分野 教材 指導内容 
事例１ 小学校６年生 鑑賞 《ペルシャの市場にて》 イメージと音楽の構成要素 
事例２ 中学校１年生 鑑賞 《ファランドール》 ２つの旋律の反復と変化 
事例３ 中学校１年生 創作 水、水の音色を使った創
作活動 
音色 
事例４ 中学校１年生 鑑賞 《きらきら星変奏曲》 変奏曲形式 









































































































































































































































































































































































































る。そしてこの共感の能力が意味共有の前提 3) となるとしている。 
 そして、デューイは、このような共感の成立には２つの条件が必要だとする。それは①自








































































































































































































































































































２) J.Dewey,Psychology,EW,Vol.2,p.283  
３) 早川操（1994）『デューイ探究教育哲学―相互成長をめざす人間形成論再考』名古屋大学出版会，pp.60-
61 
４) J.Dewey,Psychology,EW,Vol.2,p.285  
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